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〃      １０番  貫見 和洋 

〃      １１番  毛下 利美 

〃      １２番  内薗 雄治 

〃      １３番  宿利原 進 

〃      １４番  本釜 好子 
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農地利用最適化推進委員 

〃      内薗 政文 

〃      山中 徹 

〃      水流 佳文 

〃      竹原 政洋 

〃      安水 峯晴 

〃      西川 健児 

〃      折小野 道男 

〃      横原 利己 

 

○事務局職員  事務局長 窪 和人  書記 折久木まり子   書記 川越 正治 

  



 

○議事日程 

 １、開会 

 

 ２、農業委員憲章朗読 

 

 ３、会長あいさつ 

 

 ４、議 事 

 

  第１ 議事録署名委員の指名について 

 

  第２ 会務報告について 

 

  第３ 附議事項 

 

議案第３８号  農地法第３条許可申請について 

 

議案第３９号  錦江農業振興地域整備計画の用途区分変更について 

 

議案第４０号  農地法第４条許可申請について 

 

議案第４１号  農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農用地利 

         用集積計画（所有権移転）の錦江町長に対する要請について 

 

議案第４２号  農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農用地利 

         用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請について 

 

議案第４３号  錦江町農業委員会「農地用の利用の最適化の推進に関する指針」 

について 

  



     

議 長 

 只今より平成３０年１月錦江町農業委員会総会の議事を開会いたします。 

 本日の出席は全員であり、錦江町農業委員会会議規則第８条の規定により、総

会は成立していることをお知らせします。 

 

それでは、錦江町農業委員会会議規則第２３条第２項の規定により、本日の会

議録署名委員に１４番 本釜委員と１５番 平原委員を指名いたしますので、よ

ろしくお願いします。 

 

議 長 次に、会務報告についてを議題とします。 

事務局から報告と説明をお願いいたします。 

 

事務局 「会務報告と説明」 

 

議 長 只今の会務報告について、質問等はありませんか。 

 

全委員 （発言なし） 

 

議 長 無いようですので、以上で会務報告を終わります。 

それでは附議事項に入ります。 

 

議 長 議案第３８号 農地法第３条許可申請についてを議題とします。 

事務局の説明をお願いします。 

事務局 それでは議案第３８号について説明いたします。 

先ず、受付番号１１号の譲渡人は、Ｆ・Ｍさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は城元字井上ノ迫平３０６３番、地目は台帳はや山林、現況は畑、地積

は２，３９４㎡と、城元字井上ノ迫平３０６４番、地目は台帳畑、現況は畑、地

積は２０９２㎡と、城元字井上ノ迫平３０６５番、地目は台帳は山林、現況は畑、

地積は１８１２㎡と城元字井上ノ迫平３０６６番、地目は台帳山林、現況は畑、

地積は２０７３㎡で、４筆の合計は８，３７１㎡となっています。 

譲受人はＦ・Ｓさん、Ｋ自治会在住の方です。 

この申請は贈与による所有権移転となっています。 

Ｆ・Ｓさんの経営状況は、世帯員５名、労働力１名、自作地３５，０７０㎡で、

茶を主体とした経営をされています。 

農業機械の所有状況は、乗用型防除機１台となっています。 

この件の担当調査員は、山中推進委員です。 

 



次の受付番号１２号の譲渡人は、Ｈ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は馬場字浜射場５７６５番１、地目は畑、地積は４，７７６㎡となって

います。 

譲受人はＨ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。 

Ｈ・Ｔさんの経営状況は、世帯員２名、労働力２名、現在、農地の所有はあり

ません。今後は野菜等の栽培をされということでございます。 

現在、農業機械等の所有等も無いところでございます。 

以上です。 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願いし

ます。 

先ず受付番号１１号について、山中推進委員お願いいたします。 

 

山 中 

推進委員 

はい。Ｆ・ＭさんとＳさんは、Ｓ君が次女の養子であり、今、Ｆ・Ｓと名前も

変えてというか、親子関係でございます。同じまとまった地区の畑でございます。

親子ですので何ら支障は無いかと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に受付番号１２号について、８番 安水委員お願いいたします。 

 

８ 番 

安水委員 

はい。報告をいたします。 

受付番号１２番のＨ・ＴさんとＨ・Ｔさんは実の兄弟です。元々この土地は、

Ｈさんのお父さんよりＴさんが相続されたものでした。今回、Ｔさんが農業を始

めたいということと、Ｔさんが親からの財産分けをしたいということで、この申

請をされたものです。Ｔさんは現在農機具など何も持っていないとうことでした

が、しばらくの間は兄さんのＴさんから借りながら、作業をやって行きたいとの

ことでした。審議をよろしくお願いします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま各担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから議案第３８号を採決します。 

お諮りします。 



議案第３８号は原案のとおり許可することにご異議ありませんか。 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして議案第３８号については、原案のとおり許可することに決定し

ました。 

 

議 長 次に議案第３９号錦江農業振興地域整備計画の変更（用途区分変更）について

と議案第４０号 農地法第４条許可申請についてを、一括して議題とします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第３９号、議案第４０号について説明いたします。 

まず議案第３９号についてですが、 

申請者はＫ・Ｈさん、Ｋ自治会在住の方です。 

申請地は神川字屋敷迫７４３１番２、地目は畑、地籍は４，１０２㎡のうち 

１，９３７㎡となっています。 

変更目的は畜舎建設を行ないたいため、現在の用途区分畑から農業用施設用地

へ用途区分を変更するものです。 

次の議案第４０号、農地法第４条許可申請についても、申請者はＫ・Ｈさんで、

こちらは畜舎建設のための転用申請となっているところでございます。 

それぞれ７頁から１４頁、１７頁から２１頁にかけて、位置図、配置図等を添

付してありますので、お目通しをお願いいたします。 

議案第３９号、議案第４０号の担当調査員は、５番 徳永委員です。 

以上です。・ 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、担当調査員の調査報告をお願いしま

す。 

議案第３９号、議案第４０号について、５番 徳永委員お願いします。 

 

５ 番 

徳永委員 

はい。昨日現地を事務局２名、私と会長の４人で調査いたしました。場所は１

８頁でも委員ですが、現在、Ｋさんが牛舎を作っておられる敷地の一番上の段に

なっております。３段になっている内の一番上の段です。新しく建設を予定して

いる畜舎は、子牛の保育施設、それも鹿児島大学との新しい工法を使っての保育

施設ということを目的とした建設予定地です。畜舎の建設場所をあちこち考えら

れたようですが、自然環境とかそういうのを考えて、自分の土地の中で作ると、

増設するということになりました。除外申請を先ずしなければいけないというの



は、場所に現在牛舎が建っておりますけれど、これについては以前、除外申請を

した時に、手違いで申請が記録されずにそのまま牛舎が建っておる場所です。今

回その牛舎が建っている奥の方に作りますので、昔の分を遡って、先ず除外申請

をすると。そしてその後４条申請ということになりました。４条申請する建物の

隣は別な方の畑になっていります。周囲も全て畑。それから除外申請しようとす

る残りの部分には、自分のレイジですかね、畜産の乾燥飼料を置いておく場所に

なっております。いろいろ考えましてこの場所しか無いなということで、問題無

かろうというふうに現地で判断しております。よろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから議案第３９号を採決します。 

お諮りします。 

議案第３９号は原案のとおり許可することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして議案第３９号については、原案のとおり許可することに決定し

ました。 

 

議 長 次に議案第４０号を採決します。 

お諮りします。 

議案第４０号は原案のとおり許可することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして議案第４０号については、原案のとおり許可することに決定し

ました。 

 



議 長 次に議案第４１号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農

用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請についてを議題としま

す。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第４１号について説明いたします。 

受付番号８号の譲渡人は、鹿児島県地域振興公社さん、鹿児島市に拠点を置く

法人でございます。 

申請地は神川字榎ケ久保６５６４番１、地目は畑、地積は１，１６０㎡と、神

川字榎ケ久保６５６４番２、地目は畑、地積は３，０８１㎡と神川字榎ケ久保６

５６４番３、地目は畑、地積は２，１２９㎡で、３筆の合計は６，３７０㎡とな

っています。 

譲受人はＮ・Ｋさん、Ｋ在住の方です。 

この申請は売買による所有権移転となっています。 

Ｎ・Ｋさんの経営状況は、世帯員３名、労働力１名、自作地１０，０３１㎡、

小作地２９，９８４㎡で、肉用牛を主体とした経営をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター３台、トラック２台、タイヤショベル・ロ

ールベイラー・ラップマシン・軽トラック各１台となっています。 

この件について、若干説明をさせて頂きますと。この榎ケ久保の３筆は、平成

２７年３月に、Ｍ・Ｎさんが、３年後に公社から買い戻すということで農地中間

管理事業の特例事業をしよういたしまして、現在まで借りていらっしゃったんで

すが、本年３月に買い戻すという時期になりまして、買い戻すのは困難というこ

とで、昨年１２月に辞退されました。そこで新たな買主を見つけないといけない

ということで、Ｎ・Ｋさんに話をしましたところ買っても良いということで、今

回、売買の手続きをすることになりました。Ｎ・Ｋさんは、Ｙの方で肉用牛を大

規模に経営されている方であり、今回の売買に対し何ら問題になるようなものは

無いと思います。皆さんのご審議をよろしくお願いいたします。 

以上です。 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

６ 番 

坂元委員 

因みに売買価格というのはどのくらいになりますか。 

 

事務局 ○○万円。○○万円に手数料が、今回はＮさんの場合は緊急な１年未満の売買

ということで、手数料を○万○千円乗せた○○万○千円です。大体反当○○万円

程度になります。 

 



２ 番 

鈴 委員 

これ３年前にＭさんは買い戻す約束で買われた分けでしょう。その３年間の借

地料というのは。 

 

事務局 それはＭさんの方で払ってあります。 

 

２ 番 

鈴 委員 

それは畑の土地代に。 

 

事務局 それは入りません。 

 

２ 番 

鈴 委員 

入らないの。 

 

事務局 あくまでも賃借料です。３年間は名義は地域振興公社ですので、それを借りて

作る訳ですから。賃借料は賃借料ですから。 

 

事務局 この農地中間管理事業の特例事業というのが分からない方もいらっしゃるか

も知れませんので、若干説明をさせて頂きますと、農地を取得したいという時に、

一括してお金が準備が出来ないとかいう場合に、認定農業者であるとかそういう

方々は、１回、地域振興公社がその農地を買って、そしてさっき言ったように賃

借料を払いながら、３年後に、その間にお金を準備して買い戻すと。ですから１

回経由するという形になりますけれども、そういう事業で、農地の取得がしやす

いようにという事業になっています。 

今回の場合は、３年経ちまして買い戻す段階になったけれども、お金の準備の

方が出来ないということで辞退ということになったところです。 

 

３ 番 

鍋 委員 

この売買価格は当時のままですか。金額は。 

 

事務局 売買価格は公社が元の地主さんから買った額がそのままです。 

 

３ 番 

鍋 委員 

Ｍさんがされたときと同じということですか。 

 

事務局 そこはもう変わらないです。ですから公社は高くも売らないし、安くも売らな

いということです。 

 

１５番 

平原委員 

これは認定農業者じゃないとダメだったけ。 

 

事務局 そうです。農地の場合も農振農用地で無いと。 



５ 番 

徳永委員 

土地評価が下がったと言って、当時の売買価格を更に再交渉して、例えば○○

万円で買うとか、そういう交渉の余地はこの制度では無いんですか。 

 

事務局 それは無いですね。あくまでも取得した額で。 

 

５ 番 

徳永委員 

今回はＮさんが買うということですけれど、これが買う人がいなかった場合、

４年、５年、そのまま賃貸で貸し付けるということになるんですか。 

 

事務局 どうにかして見つけなければならないということになります。 

 

２ 番 

鈴 委員 

下がった場合は買い手も多いと思うんですが、上がった時には買い手がいなく

なって、そんな高いのは買わない、未だ安いのがあるよという話になれば、ちょ

っと引っかかるんじゃないの。 

 

１ 番 

宿利原委員 

今までもこの錦江町で２件ほどそういうのが発生しているんだけれど、お金を

払えなくて別な人に、別な人が買ってくれたから良かったんだけど。 

やはりそういうのがあるから慎重にしないと。能力があるかどうか。 

 

議 長 この件について、他にありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから議案第４１号を採決します。 

お諮りします。 

議案第４１号は原案のとおり許可することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして議案第４１号については、原案のとおり許可することに決定し

ました。 

 

議 長 次に議案第４２号 農業経営基盤強化促進法第１５条第４項の規定による農

用地利用集積計画（利用権設定）の錦江町長に対する要請についてを議題としま

す。 



 お諮りします。 

会議資料のとおり、今回は４６筆の利用集積計画について審議しなければなり

ませんので、事務局の説明と担当調査員の報告、質疑を３回に分けて行い、その

都度議決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

それでは議案第４２号のうち、受付番号５３９号から５５８号までを議題とし 

ます。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは議案第４２号のうち、受付番号５３９号から５５８号までについて説 

明いたします。 

先ず受付番号５３９号から５４１号までの貸し人はＨ・Ｍさん、Ｋ市在住の方

です。 

申請地は５３９号が馬場字山之口ノ上２２０１番、地目は田、地積は１，１４

１㎡、５４０号が馬場字地荒神下２３６０番１、地目は田、地積は６８０㎡、５

４１号が馬場字山ノ口１５３８番１、地目は田、地積は６３３㎡で、３筆の合計

は２，４５４㎡となっています。 

 貸付期間は平成３０年１月２５日から平成３２年１２月１４日までで、小作料

金は全部で１３０，０００円となっています。 

借り人はＴ・Ｔさん、Ｓ自治会在住の方です。 

Ｔ・Ｔさんの経営状況は、世帯員２名、農業従事者２名、自作地６，３１８㎡、

小作地３，９２８㎡で、水稲、馬鈴薯を主体とした経営をされています。 

農業従事日数は３００日で、農業機械の所有状況は、トラクター、動噴各１台、

軽トラック２台となっています。 

受付番号５３９号から５４１号までの担当調査員は、４番 鳥越委員です。 

 

次の受付番号５４２号の貸し人はＫ・Ｔさん、Ｈ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字柴立ノ下２５３番、地目は田、地積は２，７００㎡となっ

ています。 

 貸付期間は平成３０年１月２５日から平成３４年１２月１４日までで、小作料

金は１０ａ当り６，０００円となっています。 

借り人は（有）Ｍさん、Ｓ自治会に拠点を置く法人です。 

（有）Ｍさんの経営状況は、構成員３名、雇用が８人で１，７００日、小作地

１０，１４３㎡で、野菜を主体とした経営をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター、管理機各２台、田植機１台となっていま



す。 

  

 次の受付番号５４３号の貸し人はＨ・Ｋさん、Ｈ自治会在住の方です。 

申請地は田代川原字四本松１９６０番、地目は畑、地積は５，８９１㎡となっ

ています。 

 貸付期間は平成３０年１月２５日から平成３４年１２月１４日までで、小作料

金は１０ａ当り５，０００円となっています。 

借り人はＯ・Ｋさん、Ｓ自治会に在住の方です。 

Ｏ・Ｋさんの経営状況は、世帯員１名、農業従事者１名、雇用が２人で３００

日、自作地１０，１０８㎡、小作地２３，８０８㎡で、甘藷、野菜を主体とした

経営をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター２台、軽トラック１台となっています。 

 

次の受付番号５４４号から５４７号までの貸し人はＮ・Ｙさん、Ｈ自治会在住

の方です。 

申請地は５４４号が田代川原字早瀬９９２番１、地目は田、地積は３７７㎡、 

５４５号が田代川原字早瀬１０１０番１、地目は田、地積は５６８㎡、５４６号

が田代川原字早瀬１０１３番、地目は田、地積は５１５㎡、５４７号が田代川原

字早瀬１０１５番、地目は田、地積は４８６㎡で、４筆の合計は１，９４６㎡と

なっています。 

 貸付期間は平成３０年１月２５日から平成３４年１２月１４日までで、使用貸

借のため小作料金発生しません。 

借り人はＯ・Ｆさん、Ｈ自治会に在住の方です。 

Ｏ・Ｆさんの経営状況は、世帯員２名、農業従事者２名、自作地９，７０６㎡、

小作地１，９４６㎡で、水稲を主体とした経営をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター・田植機・軽トラック各１台となっていま

す。 

 

次の受付番号５４８号、５４９号の貸し人はＨ・Ｎさん、Ｈ自治会在住の方で

す。 

申請地は５４８号が田代川原字池ノ迫１９５３番、地目は畑、地積は７９０㎡、

５４９号が田代川原字池ノ迫１９５２番２、地目は畑、地積は７５１㎡で、２筆

の合計は１，５４１㎡となっています。 

 貸付期間は平成３０年１月２５日から平成３４年１２月１４日までで、小作料

金は１０ａ当り５，０００円となっています。 

借り人はＮ組合さん、Ｍ町に拠点を置く法人です。 

Ｎ組合さんの経営状況は、指導員８名、雇用が２４人で６，３３６日、自作地



１２，７７７㎡、小作地７３，９８５㎡で、茶、肉用牛、水稲を主体とした経営

をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター３台、コンバイン２台、耕運機４台、草払

い機１０台となっています。 

次の受付番号５５１号から５５５号までの貸し人はＫ・Ｊさん、Ｔ自治会在住

の方です。 

申請地は５５１号が田代川原字長尾２６７０番、地目は畑、地積は４，２５７

㎡、５５２号が田代川原字長尾２６７２番２、地目は畑、地積は１，９１９㎡、

５５３号が田代川原字長尾２６７３番１、地目は畑、地積は４，１３２㎡、５５

４号が田代川原字七曲り１２０２番１、地目は田、地積は１，３２３㎡、５５５

号が田代川原字小牧ノ下１２０２番２、地目は田、地積は８５４㎡で、５筆の合

計は１２，４８５㎡となっています。 

 貸付期間は平成３０年１月２５日から平成３１年１２月１４日までで、小作料

金は１０ａ当り５，０００円となっています。 

借り人は５４８号、５４９号と同じＮ組合さんです。 

 

次の受付番号５５６号から５５８号の貸し人はＭ・Ｍさん、Ｋ在住の方です。 

申請地は５５６号が田代川原字馬庭原６９５番１、地目は田、地積は６５６㎡、

５５７号が田代川原字馬庭原６９６番、地目は田、地積は５６１㎡、５５８号が

田代川原字馬庭原６９７番、地目は田、地積は１，１６８㎡で、３筆の合計は２，

３８５㎡となっています。 

 貸付期間は平成３０年１月２５日から平成３４年１２月１４日までで、小作料

金は全部で１２，０００円となっています。 

借り人はＡ・Ｓさん、Ｕ自治会在住の方です。 

Ａ・Ｓさんの経営状況は、世帯員１名、農業従事者１名、自作地３，００７㎡、

小作地１２，６０８㎡で、茶、肉用牛、水稲を主体とした経営をされています。 

農業機械の所有状況は、トラクター・コンバイン・田植機各１台台となってい

ます。 

 受付番号５４２号から５５８号までの担当調査員は１０番 貫見委員です。 

以上です。 

 

議 長 ただいま事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願いい

たします。 

先ず受付番号５３９号から５４１号までについて、４番 鳥越委員お願いしま

す。 

 



４ 番 

鳥越委員 

はい。Ｔさんは馬鈴薯、水稲、それとインゲンと色々と作られている方で、こ 

れは継続の案件で、ちょっと高いかなと思いもしましたけれども、本人が何も言

われなくて、そのままで良いということでこういうふうな形になりました。 

元々継続の案件で、綺麗に作られている方で、何ら問題は無いかと思いますの 

で、よろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

次に、受付番号５４２号から５５８号までについて、１０番 貫見委員お願い 

いたします。 

 

１０番 

貫見委員 

はい。報告いたします。 

受付番号５４２号から５５８号までは全て継続の案件でございますので、何ら 

問題は無いかと思います。よろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま、各担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから議案第４２号のうち、受付番号５３９号から５５８号までを採決しま

す。 

お諮りします。 

議案第４２号のうち受付番号５３９号から５５８号までについては、原案のと

おり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして議案第４２号のうち、受付番号５３９号から５５８号までにつ

いては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に議案第４２号のうち、受付番号５５９号から５６３号までを議題としま

す。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 



事務局 それでは議案第４２号のうち、受付番号５５９号から５６３号までについて説 

明いたします。 

 

先ず受付番号５５９号から５６２号までの貸し人はＫ・Ｓさん、Ｏ府在住の方

です。 

申請地は５５９号が神川字諏訪ノ前３９３番、地目は田、地積は４，２５７㎡、

５６０号が神川字城ノ下７６１番１、地目は田、地積は２０９㎡、５６１号が神

川字大馬瀬３２４番１、地目は田、地積は９９１㎡、５６２号が神川字下牧９７

９番、地目は畑、地積は３，５１３㎡で、４筆の合計は５，８２９㎡となってい

ます。 

借り人はＮ・Ｙさん、Ｋ自治会在住の方です。 

Ｎ・Ｙさんの経営状況は、世帯員３名、農業従事者３名、雇用が３人、自作地

１６，２５２㎡、小作地２１，９０２㎡で、野菜を主体とした経営をされていま

す。 

農業機械の所有状況はトラクター４台、管理機５台、トラック２台となってい

ます。 

受付番号５１４号、５１５号の担当調査員は１２番 内薗委員です。 

 

次の受付番号５６３号の貸し人はＵ・Ｍさん、Ｋ市在住の方です。 

申請地は馬場字西ノ下８６１番１、地目は田、地積は２，０１７㎡のうち、１，

００８㎡となっています。 

借り人はＵ・Ｔさん、Ｋ自治会在住の方です。 

Ｕ・Ｔさんの経営状況は、世帯員４名、農業従事者３名、自作地４，１６７㎡、

小作地６，７０２㎡で、ネギを主体とした経営をされています。 

農業機械の所有状況はトラクター、軽トラック、管理機各１台となっています。 

この件の担当調査員は内薗政文推進委員です。 

以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、各担当調査員の調査報告をお願い

いたします。 

先ず受付番号５５９号から５６２号について、１２番 内薗委員お願いしま

す。 

 

１２番 

内薗委員 

はい。５５９号から５６２号は継続の案件であります。別紙にありますとおり、

Ｎ・Ｙさんは認定農家であり大規模農家でありますから、何ら問題は無いと思い

ます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 



議 長 ありがとうございました。 

次に受付番号５６３号について、内薗推進委員お願いいたします。 

 

内薗（政） 

推進委員 

はい。報告いたします。 

この農地は現在半分をＵ・Ｔさんが借りておられまして、今回残り半分もＴさ

んが借りることになりました。 

 小作料は０円となっているんですけど、現在借りている所が５万円で契約して

いまして、今回の契約分も含めて５万円でということで話し合いが出来たところ

です。 

 Ｕ・Ｔさんはネギを主体に経営されており、圃場等の管理もしっかりされてい

ますので、利用権を結ぶにあたり何ら問題は無いと考えますので、よろしくお願

いいたします。 

 

議 長 ありがとうございました。 

ただいま各担当調査員から調査報告がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから議案第４２号のうち、受付番号５５９号から５６３号までを採決しま

す。 

お諮りします。 

議案第４２号のうち受付番号５５９号から５６３号までについては、原案のと

おり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして議案第４２号のうち、受付番号５５９号から５６３号までにつ

いては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に議案第４２号のうち、受付番号５６４号から５８４号までを議題としま

す。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 



事務局 それでは議案第４２号のうち、受付番号５６４号から５８４号までについて説 

明いたします。 

受付番号５６４号から５８４号までについては、農地中間管理事業による利用

権の設定でございます。 

 お手元の配分計画案をご覧ください。 

 左側が利用権設定対象申請地、中ほどが再配分条件、右側が再配分予定者、そ

して一番右側が協力金対象欄となっています。 

受付番号５６４号、５６５号については経営転換協力金、５７０，５７１，５

７２，５７６号については耕作者協力金の対象となる予定です。 

今回は６期の対象となり、貸付開始は平成３０年３月１日からとなっていま

す。以上です。 

 

議 長 ただいま、事務局から説明がありましたが、質疑はありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長 質疑なしと認めます。 

これから議案第４２号のうち、受付番号５６４号から５８４号までを採決しま

す。 

お諮りします。 

議案第４２号のうち受付番号５６４号から５８４号までについては、原案のと

おり決定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第４２号のうち受付番号５６４号から５８４号までにつ

いては、原案のとおり決定しました。 

 

議 長 次に議案第４３号 錦江町農業委員会「農地等の利用の最適化の推進に関する 

指針」（案）ついてを議題とします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

事務局 それでは、議案第４３号について説明いたします。 

農業委員会等に関する法律が平成２８年度４月１日に改正されたことに伴い、 

各農業委員会は、農地等の利用の最適化の推進に関する指針を定め、農地等の 

利用の最適化を図らなければならないとされたところです。 



 つきましては、錦江町農業委員会においても、この指針を定めなけれなならな

いところです。 

 指針案について説明いたしたいと思います。 

 「以下、資料により説明」 

以上です。 

 

議 長  それでは、しばらくの間、資料を確認の上、検討をお願いします。 

しばらく休憩します。 

議 長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは内容を確認いただいたと思いますので、協議をお願いいたします。 

意見、質問などはありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「なし」の声） 

 

議 長  それでは特に意見がなければ採決に入ります。 

 お諮りします。  

議案第４３号 錦江町農業委員会「農地等の利用の最適化の推進に関する指 

針」については、原案のとおり制定することにご異議ありませんか。 

 

委 員 （委員の中から「異議なし」の声） 

 

議 長 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第４３号 錦江町農業委員会「農地等の利用の最適化の 

推進に関する指針」については、原案のとおり制定することに決定しました。 

 

議 長 以上で、平成３０年１月錦江町農業委員会定例総会の附議事項の協議を終了い

たします。 
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